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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
指装着部の端に弾力をもった材質の接続部を設けて、前記接続部を水準器に設けられた水
平気泡管の延長線上に接合して、前記水準器の基準底面を被測定物に密接できるように設
けたことを特徴とする水準器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、　本発明は、取付体を支持して水平、若しく垂直を測定しながら壁面等に取
付できる水準器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、水準器を用いて取付体を壁面等に取付けるさい、水平、若しくは垂直を正確に測
定しながら取付けにおいて、水準器が落下しないように工夫をする必要がある。
【０００３】
また、前記水準器を前期取付けたいに固定することが困難であるとき、前記水準器を前記
取付体より着脱して測定を何度か繰り返すことが行はれる。
【０００４】
上記に示した、これらのことから作業効率が悪いものである。
【０００５】
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そこで、測定物と接する側に磁石を固定し、磁気感応体に自力で接着できる水平器が提案
されている。（例えば特許文献１）
【０００６】
　また、水準器の一平面を再剥離粘着剤塗布面に形成し、その面に対称方向の平面には永
久磁石体を設けてなる取付け具付水準器が提案されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】実用新案公開　昭54-172754号広報
【特許文献２】登録実用新案　第3011098号広報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　しかしながら、従来のような水平器では下記のような問題がある。
　永久磁石を設けたものにおいては、測定部材が鉄で構成の磁性体で磁石を吸着して、測
定しながら取り付けが可能であるが、非磁性体では無理が生じる。
　また、再剥離粘着剤塗布面を用いた水準器においても、厚みの薄いが材料においては不
向きである。例えば配線器具のコンセントプレート、モールド等様々である。
【０００９】
　そこで本発明は、上記の課題に鑑みて、水準器の水平気泡管の延長線上に指を挿入でき
る筒状を形成する。前記筒状に指を挿入によって水準器を保持して取付体の水平、若しく
は垂直を測定しながら、他の指で取付体を支持することで壁面等に取付工事ができるもの
である。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上記目的を達成するために、本発明は指装着部の端に弾力をもった材質の接続部を設け
て、前記接続部を水準器に設けられた水平気泡管の延長線上に接合して、前記水準器の基
準底面を被測定物に密接できるように設けたことを特徴とする。
【発明の効果】
【００１１】
本発明は、以上説明したように構成されているので、以下に記載されているような効果を
奏する。
【００１２】
　本発明の水準器は、取付体に対して測定を継続しながら取付体の取り付け作業ができる
。よって水準器を取付体に固定できない状況であっても、水平、若しくは垂直を正確にし
て壁面等に取付工事ができ作業の効率を高めることができるものである。特に肉厚の薄い
材料、例えば電気工事のコンセントプレートなど、あるいは垂直に取付ける材料、例えば
アンテナのマスト、配管工事などである。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明の実施例を示す水準器で、指装着部に設けた接続部を水準器の水平気泡管
の延長線上に設けた斜視図である。
【図２】図１の平面図である。
【図３】図1の垂直気泡管側より見た前面図である。
【図４】図１の指装着部側より見た後面図である。
【図５】本発明の接続部の弾力性を示した状態の側面図である。
【図６】本発明の水準器を用いて、取付体を壁面に取り付ける要部正面図である。
【図７】垂直気泡管を基準底面に対して直角に設けた側面図である。
【図８】指装着部に設けた接続部を水平気泡管の延長線上に設けた側面図である。
【発明を実施するための形態】
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【００１４】
　本発明の実施の形態について図面を参照して説明する。
【００１５】
図1、図２、図3、図4は本発明に係る水準器の実施例の図である。
図1は本発明の実施例を示す水準器で、指装着部に設けた接続部を水準器の水平気泡管の
延長線上に設けた斜視図、図２は図１の平面図である。
図５は接続部の弾力性を示すもので、弾力によって上下、左右に作用する状態の側面図、
図６は取付体を壁面に取付るとき水準器を用いて行う正面図である。
【００１６】
図中の１は水準器で、６は基準底面、2は水平気泡管で、基準底面６を水平状態にしたと
き水平測定ができるように設ける。3は水平気泡、４は垂直気泡管で、基準底面６を垂直
状態にしたとき垂直測定ができるように設ける。５は垂直気泡である。10は指、７は指装
着部で水準器1の水平気泡管２の延長上に設けて、８の指挿入口を形成している。９は水
準器１と指装着部７の接続部で弾力性を持っている。　　　　　また、基準底面６は変形
のない硬い材質で底面を構成する。また11は取付体、12は壁面である。
【００１７】
　したがって、上記の構成により壁面12に取付体11を水平に取り付ける作業において、水
準器1の水平気泡管２の延長線上の指装着部７の指挿入口８に何れかの指10を挿入して水
準器1を保持する。ここで図６に示すごとく壁面12に取付体11を仮止めの状態で指10の保
持した水準器１によって取付体11の取付体の上面に水準器1の基準底面６を接触する、取
付体の上面に接触のさい指10の押圧によって接触させる。このとき押圧とともに接続部９
の弾力性により上下、左右に曲がりやすいことから水準器１と取付体の上面に密着する。
よって、水平の測定をしながら、他の指によって取付体11を支持する。ここで水平気泡管
２の水平気泡3見ながら水平測定し、取付体11の水平位置が確定をしてその時点で取付体1
1を支持した指で位置変化しないようにしながら、他方の手によって取付体11を固定する
作業をおこなうことで、固定作業中に水準器１による測定を継続しながらできる。よって
測定の再確認することなく正確で効率の良い作業ができるものである。
【００１８】
また、垂直工事におけるアンテナ工事のマスト工事や配管工事においては、前記水平の測
定作業と同様にして、指10で保持した水準器１の基準底面６をマスト、あるいは配管に接
し、指10によってお指圧しながら、他の指でマスト、あるいは配管を支持しながら垂直気
泡管4の垂直気泡5の中央の位置を見ながら測定し、位置確定をしてマスト、あるいは配管
を固定する作業を行うものである。
【００１９】
これらの作業として、例えば電気工事のコンセント工事の連続作業、エアコンの取り付け
板、分電盤、スイッチボックス、換気扇等などである。
【００２０】
　また、図７の1A は水準器、2Aは水平気泡管、3Aは水平気泡、4Aは垂直気泡管、5Aは垂
直気泡、6Aは基準底面、7A,は指装着部、9Aは接続部である。
　垂直気泡管4Aを基準底面6Aに対して直角に設けた構造で、前記図１から図６に示した構
造と同様の効果である。
【００２１】
　また、図８の1Bは水準器、2Bは水平気泡管、3Bは水平気泡、4Bは垂直気泡管、5Bは垂直
気泡、6Bは基準底面、7Bは指装着部、9Bは接続部である。
図８に示すように、　指装着部7Bに設けた接続部9Bを水平気泡管2Bの延長線上で、水準器
1Bの表面に接合状態で設けた側面図である。よって指装着部7Bに何れかの指を挿入して水
準器1Bを保持して、測定対象の取付体の上面に、または側面に接触して測定をおこなうと
き指装着部7B、及び接続部9Bが水準器1Bの表面より圧力が加わることで基準底面6Bに安定
した接触力が加わることで正確な測定ができる。
【００２２】
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なお、水準器１本体と指装着部７の間の接続部９にバネ材を設けて、バネの反発力によっ
て取付体11の取付体の上面に密接することで効果的作業ができる。
【符号の説明】
【００２３】
　　１、1A、1Bは水準器　　　　　　　　　  　２、2A、２Ｂは水平気泡管　
　　３、3A、3Bは水平気泡　　　　　　　　　　４、4A、4Bは垂直気泡管
　　５、5A、5Bは垂直気泡　　　　　　　　　　６、6A、6Bは基準底面
　　７、7A、7Bは指装着部　　　　　　　　　　８は指挿入口
　　９、9A、9Bは接続部　                    
10は指
　　11は取付体　　　　　　　　　　　　　    12は壁面
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